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所属　　血液内科　　氏名　　野口　侑真

　
TEL：0422-32-3111（代表）6812（事務局内線）　FAX：0422-32-3525

①本研究の目的以外に、研究で得られた研究対象者の情報を使用しな
い。使用の際は、研究独自の番号を付して管理し、研究対象者の秘密保
護に十分に配慮する。研究結果は関係学会での公表を予定しているが、
その際は、氏名、生年月日などの直ちに研究対象者を特定できる情報を
含まないように留意する。

②患者の年齢、性別、手術内容、本態性血小板血症の原因遺伝子とその
アリルバーデン、vWF値、血小板数、合併症の有無、既往歴、治療内容
など

③研究代表者および研究分担者

④武蔵野赤十字病院　血液内科　野口侑真

本態性血小板血症患者における後天性フォン・ヴィレブランド病につい
ての検討

武蔵野赤十字病院

所属　血液内科　　　　氏名　　野口　侑真　　　 

（西暦）　　2023年10月　～　（西暦）　2028　年　3月

血小板高値の本態性血小板血症(ET)の患者においては、二次性のvon
Willebrand因子(vWF)の低下によって出血傾向が助長されるため、抗血
小板療法の開始には注意が必要とされている。一方で、どのような場合
にvWFが低下するのか、明らかにした研究は少ない。
今回、当院でフォローを行った本態性血小板血症患者について、カルテ
に記載された診療情報を用いて後方視的に観察研究を実施する。

　2003年11月から2023年4月の間に、当院を受診したET患者のうち、細
胞減少療法を開始前にvWFを測定した症例について、カルテに記載され
た診療情報を用いて後方視的に観察研究を実施する。


